
「縁の下の力持ち」
熱戦が続いた「北京冬季オリンピック」が閉幕しました。どの競技も世界一を競うのにふ

さわしいハイレベルな試合の連続で、喜んだり悔しがったり驚いたり感心したりと心揺さぶ
られながら観戦していました。過去最多１８個のメダルを獲得した日本選手の活躍や羽生選
手の新しい技への挑戦、スキージャンプの失格や一部選手のドーピング問題等々、様々な話
題があった大会でしたが、その中から一つ、私が印象に残った話題を取り上げます。それは
カーリング競技チームの“フィフス”と呼ばれる５番目の選手についてです。
女子日本代表チーム「ロコ・ソラーレ」は、皆さんご存じの通り銀メダルを勝ち取りまし

た。その見事な戦いぶりに賞賛の声が集まっています。このチームの“フィフス”が石崎琴
美選手です。氷上では４人の選手同士がストーンを投げ合いますので、この４人に故障など
がない限り、石崎選手が試合に出ることはありません。いわばリザーブ（補欠）という立場
です。しかし４人の選手からはとても重要な存在と認められています。なぜなのでしょうか。
それは、石崎選手がチームの情報収集・戦況分析・精神的支柱といった大切な役割を担って
いるからなのです。
まず試合前、石崎選手は「ストーンチェック」という仕事をしています。４人の選手が試

合会場を後にした夜遅くに一人残り、翌日にチームが使用する８個の石を黙々と投げます。
それぞれの石の滑りやすさや曲がり具合などの「癖（くせ）」を見抜きそのデータをまとめて
選手に伝え、選手はそれを元に作戦を練るのです。この時石崎選手は、なんと４人の選手の
それぞれの投げ方の癖までできるだけコピーして投げているのだそうです。また試合中は、
コーチと一緒に氷から少し離れたところで試合を見て、PCを駆使し戦況を分析してアドバイ
スを考えます。そして試合後は、次戦に向けた課題解決の支援です。石崎選手は自身のチー
ムへの関わり方や考え方について次のように述べています。
「４人で解決できない時や負けた後は自分が入ってチームを
守る。調子が良いときは自分は入らず４人で解決してもらう。」
「このチームの良さは勝ちがどうこうでなく、良いショット
をするための良いコミュニケーションが取れること。それが
できれば結果はついてくる。」
５人目にこのような選手がいる、ということがこのチーム

の本当の強さなのでしょう。他の競技では、直接試合に出な
いリザーブの選手にはメダルが渡らないこともあるようです
が、カーリング競技はメダルが渡されます。石崎選手が一緒に“メダリスト”になって本当
に良かったなと私も嬉しくなりました。
石崎選手のことを知って、すぐ思い浮かべた言葉があります。「縁の下の力持ち」です。こ

れは「人の目につかないところで、他人のために支える苦労や努力をすること」という意味
です。表舞台に立つことはないかもしれませんが、影となり誰かをしっかり支えている人、
そんな人たちが、実は私たちの周りにもたくさんいてくれるのではないでしょうか。
自分なりに満足のいく成果を得ることができた時、まずは自分自身の頑張りを認め、ほめ

ましょう。そして次に、その頑張りを支えてくれたのは何かを考えてみましょう。以前集会
の場で「お陰様（おかげさま）」の話をしたことがありましたが、同様に「縁の下の力持ち」
についても目を向けられるようになってください。そして更に、今度は自分が誰かの支えに
なる、ということにも繋げていって欲しいと思います。

山形市立高瀬小学校だより

令和４年２月２４日 №12 校長 細川直弥



高瀬小フォトギャラリー（最近の様子から）

《薬物乱用防止教室 《蔵王スキー教室② 《校内雪上教室
（1／20・5､6年）》 （1／27・3､4年）》 （2／3・1､2年）》

山形警察署生活安全課調査官 前回に引き続き午前活動での 感染症対応のため自然の家
の米野さんを講師に薬物等に関 スキー学習を行いました。吹雪 学習が延期になってしまいま
する学習を行いました。正しい の天候でしたが１回目の練習を した。でも子ども達は元気い
薬剤の利用や、たばこ・アルコ 活かしてとても上手に楽しく滑 っぱい！全身を使い築山やグ
ールの問題等、身近な課題につ りました。班ごとの振り返りも ラウンドの雪と戯れ、思いっ
いて学ぶことができました。 しっかり行いました。 きり楽しんでいました。

《高楯中学校説明会 《思い出給食
３月の主な予定 （2／7・6年）》 （2／7・6年）》

１火 いのちの日、安全点検 感染症対応で、オンライン開催 小学校での給食回数もあとわ
２水 １･２年生雪上教室 でした。説明を聞いたり質問をし ずかです。思い出給食として、
４金 委員会⑭ ながら、中学校での生活を少しず 豪華献立を全員で楽しく味わい
９水 全校朝会（表彰） つイメージすることができました。ました。
10木 学校運営協議会③

PTA登校指導

14月 卒業式学習（４年以上）

15火 いのちの日、班長会

17木 修了式、教育奨励会表彰

卒業式場準備

18金 卒業証書授与式（４年以

上参加）

１～３年臨時休業

19土～年度末休業

23水 PTA新１年正副委員長選

考会議（必要な時）

PTA会計監査

24木 お別れの会

☆年度初め休業 ～4/6水

4/7木 新任式、１学期始業式

８金 入学式


